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近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
が
合
併
し
て
お
り
ま
す
。

市
町
村
は
言
う
間
で
も
な
く
金
融
機
関
や
農
協
な
ど

が
経
営
の
合
理
化
や
再
編
成
の
必
要
性
等
そ
の
組
織

の
事
情
に
応
じ
た
理
由
が
有
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 
  

又
、
各
地
で
義
務
教
育
施
設
で
あ
る
小
中
学
校
も

統
廃
合
が
着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
市

町
村
の
合
併
や
少
子
化
に
よ
る
就
学
人
口
の
減
少
が

起
因
し
て
い
る
も
の
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

  

岡
山
勝
廣
君
、
一
般
質
問
に
立
つ 

 

質
問
① 

六
ヶ
所
村
で
空
い
て
い
る
公
共
施
設
や 

各
種
団
体
の
施
設
の
有
効
利
用
に 

つ
い
て 

 
 
 
 

（
１
〜
２
ペ
ー
ジ
）

質
問
② 

六
ヶ
所
村
と
し
て
の
雇
用
創
出
す
る
為 

の
方
策
に
つ
い
て  

（
２
〜
３
ペ
ー
ジ
）

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
合
併
・
統
廃
合
が
進
ん
で
行

き
ま
す
と
、
組
織
の
再
編
成
等
に
よ
り
既
存
の
施
設

の
空
き
が
出
て
来
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
実
際
に

村
内
に
於
い
て
も
、
農
協
及
び
共
済
組
合
等
の
合
併

に
よ
り
空
き
施
設
が
見
受
け
ら
れ
、
我
々
村
民
に
と

っ
て
は
非
常
に
も
っ
た
い
な
い
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
有

る
と
思
い
ま
す
。 

六
ヶ
所
村
に
限
ら
ず
、
何
ら
か
の
起
業
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
立
ち
上
げ
に
は
ま
ず
起
点
と
な
る
場

所
・
建
物
が
必
要
と
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

を
準
備
す
る
為
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
は
相
当
な
物

に
成
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

そ
れ
ら
の
負
担
を
軽
減
す
る
為
に
全
国
各
地
で

は
、
行
政
・
農
協
の
空
き
施
設
を
利
用
し
て
い
る
事

例
も
少
な
く
な
い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。 

当
村
に
於
い
て
も
、
こ
う
言
っ
た
空
き
施
設
が
低

価
格
で
、
又
、
複
雑
な
手
続
き
を
踏
ま
ず
に
利
用
出

来
る
様
に
成
れ
ば
、
色
々
な
職
種
の
方
々
が
新
た
な

発
想
で
産
業
振
興
に
貢
献
出
来
る
の
で
は
と
思
い
ま

す
。 そ

こ
で
、
こ
う
い
っ
た
施
設
を
民
間
企
業
、
団
体

に
賃
し
出
し
、
有
効
活
用
が
出
来
る
様
に
す
る
為
の

方
策
を
進
め
て
行
く
事
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、

村
長
の
お
考
え
を
お
伺
い
致
し
ま
す
。 

 

  



 

 

第２３号 （２）

  
村
内
の
公
共
施
設
や
各
種
団
体
が
管
理
す
る
施

設
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
整
備
さ
れ
て
き
た
施
設
は
補
助
金
等
の
交
付

要
綱
の
趣
旨
に
基
づ
い
て
、
有
効
利
用
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。 

農
業
協
同
組
合
等
の
合
併
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
と
、
六
ヶ
所
村
酪
農
会
館
内
に
事
務
室
を
置

い
て
い
る
倉
内
地
区
酪
農
農
業
協
同
組
合
は
、
来

た
る
平
成 

年
４
月
１
日
に
と
う
ほ
く
天
間
農
業

協
同
組
合
他
２
農
協
と
合
併
す
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。
当
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
昭
和 

年
４
月
に

事
業
採
択
を
受
け
、
翌
年
の
昭
和 

年
３
月
に
完

成
し
て
お
り
、
財
源
と
い
た
し
ま
し
て
石
油
貯
蔵

施
設
立
地
対
策
等
交
付
金
を
充
当
し
た
補
助
事
業

と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

次
に
農
業
共
済
組
合
に
つ
い
て
は
、
数
回
の
合

併
に
よ
り
現
在
の
南
部
地
域
農
業
共
済
組
合
と
な

っ
て
お
り
、
六
ヶ
所
村
家
畜
衛
生
セ
ン
タ
ー
を
村

内
の
畜
舎
環
境
等
の
向
上
を
図
る
た
め
畜
産
事
業

の
拠
点
と
し
て
週
に
３
日
の
割
合
で
利
用
し
て
お

り
ま
す
が
、
獣
医
師
用
の
事
務
室
が
１
部
屋
空
室

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
当
施
設
は
、
電
源
立
地
促 

進
対
策
交
付
金
事
業
に
よ
り
平
成
２
年
度
の
補
助

事
業
で
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

以
上
の
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
等

に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第 

条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
財
産
の
処
分
の
制
限

を
遵
守
し
、
補
助
金
等
交
付
の
目
的
に
沿
っ
て
有

効
利
用
の
推
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
民
間
企
業
等

へ
の
賃
貸
に
つ
い
て
は
、
施
設
利
用
目
的
に
つ
い

て
法
律
に
抵
触
し
補
助
金
等
の
一
部
取
り
消
し
や

返
還
を
命
ぜ
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後

の
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
利
用
状
況
に
応

じ
た
有
効
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
そ
の
方
策
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

     

世
界
的
な
不
況
に
よ
り
地
域
経
済
に
も
影
響
が

及
び
、
本
村
も
基
幹
産
業
で
あ
る
第
一
次
産
業
を

は
じ
め
他
の
産
業
も
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る

と
の
ご
認
識
か
と
思
わ
れ
ま
す
。 

現
在
、
当
村
で
は
雇
用
創
出
の
た
め
新
規
学
校

卒
業
者
雇
用
奨
励
金
制
度
と
い
う
、
六
ケ
所
在
住 

の
新
規
学
卒
者
雇
用
の
企
業
に
対
し
て
一
人
当
た 

り 
 

万
円
を
助
成
し
て
お
り
、
雇
用
対
策
と
し
て

当
村
の
取
組
は
評
価
で
き
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 先

般
、
青
森
県
は
今
年
３
月
に
高
校
・
大
学
等

の
卒
業
予
定
の
学
生
ら
を
新
規
雇
用
す
る
県
内
企

業
に
利
率
１
％
で
運
転
資
金
な
ど
を
融
資
す
る
総

額 

億
円
の
「
雇
用
創
出
特
別
支
援
枠
」
に
つ
い

て
融
資
枠
を 

億
上
積
み
し 

 

億
円
に
拡
充
し
た

と
発
表
し
ま
し
た
。 

又
、
全
国
の
今
春
卒
業
予
定
で
、
就
職
を
希
望

す
る
高
校
生
の
就
職
内
定
率
が
２
０
０
９
年 

月

末
時
点
で
、
前
年
同
期
を
７
・
５
ポ
イ
ン
ト
下
回

り 

・
８
％
だ
っ
た
事
が
先
般
、
文
部
科
学
省
の

調
査
で
分
か
り
ま
し
た
。
本
県
は
卒
業
予
定
１
万

３
７
７
５
人
の
う
ち
、
４
３
１
２
人
が
就
職
希
望

で
内
定
率
は 

・
７
％
と
の
事
で
、
全
国
平
均
を

下
回
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
六
ヶ
所
高
校
に

お
い
て
は 

％
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。 

以
上
の
事
を
踏
ま
え
、
当
村
で
も
こ
の
雇
用
状

況
の
厳
し
い
中
、
現
状
の
補
助
事
業
に
加
え
て
、

村
独
自
で
雇
用
創
出
の
為
に
更
な
る
方
策
を
講
じ

る
事
が
出
来
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
村
長
の
お

考
え
を
お
伺
い
致
し
ま
す
。 

の
回
答 

22 

56 
57 

12 

80 
69 

74 30 30 

20 

50 

22 
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雇
用
創
出
の
為
の
方
策
を
取
れ
な
い
の
か
と
い

う
お
尋
ね
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
来
か
ら
の
不
景

気
が
続
い
て
お
り
、
野
辺
地
管
内
の
有
効
求
人
倍

率
も
平
成 

年
１
月
の
０
・ 

倍
か
ら 

年
１
月

に
は
０
・ 

倍
と
半
減
し
て
お
り
、
新
規
学
校
卒

業
者
の
就
労
も
全
国
的
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
国
や
県
に
お
い
て

は
中
小
企
業
対
策
と
し
て
緊
急
保
証
制
度
や
雇
用

創
出
融
資
制
度
を
創
設
し
、
中
小
企
業
者
の
経
営

安
定
を
図
る
融
資
対
策
を
取
る
と
共
に
、
就
労
機

会
の
創
出
の
た
め
各
種
助
成
金
や
各
種
奨
励
金
制

度
を
創
設
し
て
、
雇
い
入
れ
る
事
業
主
を
支
援
す

る
対
策
な
ど
を
取
っ
て
お
り
ま
す
が
、
未
だ
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
村
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

現
状
を
踏
ま
え
平
成 

年
度
か
ら
５
年
間
を
目
途

に
制
定
し
た
村
独
自
の
新
規
学
校
卒
業
者
雇
用
奨

励
金
制
度
を
、
村
内
の
就
労
者
支
援
の
た
め
２
年

間
延
長
す
る
対
策
を
取
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
本
年
度
か
ら
は
県
の
緊
急
地
域
雇
用
対
策
補

助
事
業
に
村
で
行
な
う
２
事
業
を
計
上
し
、
本
年
度
で

は
９
名
の
新
規
雇
用
で
事
業
を
行
な
い
、
新
年
度
に
お 

い
て
も
８
名
の
新
規
雇
用
で
事
業
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
り
ま
す
。 

更
に
は
、
村
臨
時
職
員
の
採
用
に
お
い
て
は
、

六
ヶ
所
高
校
な
ど
の
新
規
卒
業
者
に
お
け
る
就
職

未
定
者
に
対
し
ま
し
て
は
、
村
と
し
て
も
優
先
し

て
雇
用
の
確
保
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
に

い
た
し
ま
し
て
も
雇
用
機
会
の
創
出
の
た
め
に
は

全
国
的
な
景
気
の
動
向
が
大
き
く
影
響
し
ま
す
の

で
、
そ
の
時
々
の
状
況
を
的
確
に
把
握
し
て
国
や

県
と
歩
調
を
合
わ
せ
対
応
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。 

    

  

３
月
議
会
に
て
平
成 
年
度
の
予
算
が
議
決
さ

れ
ま
し
た
。
詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
の
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

  

一
般
会
計
予
算 

 
 
 １

４
０
億
６
千
万
円 

 

一
般
＋
特
別
会
計
予
算 

１
９
１
億
５
千
万
円 

 
 
 
 
 
・農道維持・補修事業（砕石代）                  ２５００万円  
・第４庄内地区農道整備（改良舗装Ｌ＝２７０ｍ）           ９７０万円  
・畜産担い手育成総合整備事業（吹越台地ＴＭＲセンター）   ２億８８０万５千円  
・家畜導入推進事業補助金（乳用牛の素牛導入）            ６００万円  
・野菜等生産力強化対策事業補助金                      ５７７万５千円  
（大根収穫機、ブームスプレイヤ購入への補助）  

・ながいも搬送用コンテナ購入事業費補助金              ９００万円  
・農業環境保全対策助成金                                  ３７０万５千円  
 （ながいも分解性ネット導入費の２／３助成）           
・林農業用廃プラスチック適正処理協議会助成（処理費と運搬費に補助） ３００万円  

の
回
答 

16 

22 

56 

20 29 

22 
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平成２２年度 予 算 集 計 表  

会  計  名 22年度当初予算 21年度当初予算 比  較 備   考 

一 般 会 計 140億6000万円 127億5000万円 13億1000万円前年度比 10.3% 

国民健康保険 
特別会計(事業） 

12億7256万6千円 12億4612万8千円 2643万8千円前年度比 2.1% 

老人保健特別会計 40万1千円 166万4千円 ▲126万2千円前年度比 ▲75.9% 

後期高齢者医療 
特別会計 

5493万4千円 5703万9千円 ▲210万5千円前年度比 ▲3.7% 

国民健康保険 
特別会計（尾駮施設） 

5億5196万3千円 5億4235万円 961万3千円前年度比 1.8% 

国民健康保険 
特別会計（千歳平） 

8772万6千円 8868万3千円 ▲95万7千円前年度比 ▲1.1% 

介護保険特別会計 8億6001万3千円 7億8468万4千円 7532万9千円前年度比 9.6% 

定住促進特別会計 1億2687万2千円 1億9813万1千円 ▲7125万9千円前年度比 ▲36.0% 

土地区画整理 
特別会計 

3億6694万3千円 8億4883万4千円 ▲4億8189万1千円前年度比 ▲56.8% 

収益的予算 2億4623万8千円 
水道事業会計 4億7461万2千円 4億1033万5千円 ▲6427万7千円

資本的予算 2億2837万4千円 
収益的予算     7819万5千円 農業集落排水事業         

会計 
1億1945万7千円 1億2003万1千円 ▲57万4千円

資本的予算     4126万2千円 
収益的予算 3億9990万3千円 

下水道事業会計 11億7627万4千円 12億7981万8千円 ▲1億354万4千円
資本的予算 7億7637万1千円 

合    計 191億5176万1千円183億2769万7千円 8億2406万4千円前年度比 4.5% 

 
平成２２年度 一般会計当初予算 総括表 

歳  入 （単位 千円、％） 歳  出  （単位 千円、％） 

 項     目 
本年度当 
初予算額 

構成 
比 

 項     目 
本年度当 
初予算額 

構成 
比 

1.村税 6,738,90547.9 1. 議会費 132,9810.9 

2.地方譲与税 51,0000.4 2. 総務費 3,409,96424.3 

3.利子割交付金 4,2000.0 3. 民生費 1,542,12111.0 

4.配当割交付金 1,0800.0 4. 衛生費 657,5674.7 

5.株式等譲渡所得割交付金 280 0.0 5. 労働費 664 0.0 

6.地方消費税交付金 120,0000.9 6. 農林水産業費 964,8456.9 

7.ゴルフ場利用税交付金 4,2000.0 7. 商工費 171,4431.2 

8.自動車取得税交付金 20,0000.2 8. 土木費 1,389,2209.9 

9.国有提供施設等所在市町村助成交付金 1,6800.0 9. 消防費 617,5544.4 

10.地方特例交付金 26,4960.2 10. 教育費 3,211,80622.8 

11.地方交付税 17,9640.1 11. 災害復旧費 200 0.0 

12.交通安全対策特別交付金 1,0670.0 12. 公債費 451,4933.2 

13.分担金及び負担金 265,9131.9 13. 諸支出金 1,480,14210.5 

14.使用料及び手数料 138,0701.0 14. 予備費 30,0000.2 

15.国庫支出金 2,906,80820.7     

16.県支出金 537,7563.8     

17.財産収入 26,3270.2     

18.寄附金 1 0.0 

 

    

19.繰入金 1,630,00211.6     

20.繰越金 30,0000.2     

21.諸収入 328,3512.3     

22.村債 1,209,9008.6     

歳 入 合 計 14,060,000100.0 

 

 歳 入 合 計 14,060,000 100.0
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